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　初夏の候、会員の皆様におかれましては
益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。平
素は変わらぬご支援を賜り有り難く厚くお礼
を申しあげます。
　令和６年度の日本経済は、一部に弱めの動
きもみられるものの大企業を中心に緩やかな

回復基調を維持しました。一方で、物価上昇の影響や価格
転嫁等の課題も表面化し、企業に与える影響は大企業と中
小企業・地域間での二極化の拡大が特徴的に現れました。
　世界情勢に目を向けると、中国経済の不透明感や中東・
ウクライナ紛争等の地政学的リスク、さらに米国トランプ
政権の政策により世界経済の減速が懸念され、日本経済に
おいても国内景気を下押しする不確実性の高い状況にあり
ました。
　こうした中、日本銀行は令和６年３月に長らく続けてき
たマイナス金利政策を解除し、令和６年度に入り、基調的
物価上昇と賃上げ情勢を背景として２回にわたり政策金利
を引き上げました。「金利ある世界」への移行が、企業の
設備投資や住宅投資に与える影響は年度内においては限定
的となりましたが、今後の動向は注視していく必要があり
ます。
　このような状況下、当金庫は令和６年度において、新た
な３か年経営計画『未来を拓く変革への挑戦』～金庫の持
続可能性を高め地域の繁栄と職員の幸せを目指して～をス
タートさせ、変革をテーマとしながら、金庫の持続可能性
の向上、地域の繁栄への貢献、職員の幸せ追求に取組み、「地
域に必要とされ、選ばれる金融機関」になることを目指し
てまいりました。
　創立１００周年の節目の年となります令和７年度におき
ましても、お客様に信頼され必要とされる協同組織金融機
関として、またマネロン・テロ資金供与対策としても経営
の最重要課題と位置付けるコンプライアンス態勢の更なる
強化・充実を組織全体により浸透させ、引き続き健全経営
に努めます。
　また、課題解決型の企業支援や個人支援により、事業先
や個人の方に対して、引き続き親身に寄添った資金繰り支
援や生活支援などの金融支援を継続し、創業支援、経営改
善支援や事業承継、Ｍ＆Ａ及び販路拡大などの売上拡充の
ためのビジネスマッチング等のコンサルティング機能を発
揮するとともに、ＳＤＧｓへの取組支援や脱炭素、ＤＸ対応
に関するソリューションメニューの提供等を行うことによ
り地域の持続的発展に貢献するべく役職員一丸となって業
務に邁進する所存でございます。
　結びに皆様方の一層のご発展、ご隆昌を心からお祈り申
しあげますとともに、新年度も一層のご愛顧を賜りますよ
う切にお願い申しあげ、ご挨拶といたします。

令和７年６月１７日

ごあいさつ

理事長　日　馬　直　一
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第102期末 貸借対照表

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　目
資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

科　目金額（百万円）

219,537
6,507

124,254
677

81,819
4,400
1,878
356
38
105
0
21
29
5
0
75
31
48
65
388
82
1

130
7

232

220,802

717
717

10,348
722

9,625
9,000
625
△4

11,061
△3,552

20
△3,532
7,529

228,331

金額（百万円）
令和7年3月31日現在

預 金 積 金
 当 座 預 金
 普 通 預 金
 貯 蓄 預 金
 定 期 預 金
 定 期 積 金
 その他の預金
そ の 他 負 債
 未決済為替借
 未 払 費 用
 給付補塡備金
 未払法人税等
 前 受 収 益
 払 戻 未 済 金
 払戻未済持分
 職 員 預り金
 資産除去債務
 その他の負債
賞 与 引 当 金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
債 務 保 証

負債の部合計

出 資 金
 普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
 利 益 準 備 金
 その他利益剰余金
 　特別積立金
 　当期未処分剰余金
処分未済持分
会員勘定合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

現 金
預 け 金
買入金銭債権
有 価 証 券
 国 債
 地 方 債
 社 債
 株 式
 その他の証券
貸 出 金
 割 引 手 形
 手 形 貸 付
 証 書 貸 付
 当 座 貸 越
そ の 他 資 産
 未決済為替貸
 信金中金出資金
 前 払 費 用
 未 収 収 益
 その他の資産
有形固定資産
 建 物
 土 地
 その他の有形固定資産
無形固定資産
 ソフトウェア
 その他の無形固定資産
繰延税金資産
債務保証見返
貸 倒 引 当 金
 （うち個別貸倒引当金）
投資損失引当金

資産の部合計

2,695
70,280
1,085
78,842
4,188
2,289
38,099

29
34,235
73,913
189

3,824
63,890
6,008
1,777
21

1,311
4

369
70

1,406
797
407
200
26
17
8
90
232

△2,018
（△1,704）

△0

228,331



第102期 損益計算書

経 常 収 益
 資 金 運 用 収 益
  貸 出 金 利 息
  預 け 金 利 息
  有 価 証 券 利 息 配 当 金
  そ の 他 の 受 入 利 息
 役 務 取 引 等 収 益
  受 入 為 替 手 数 料
  そ の 他 の 役 務 収 益
 そ の 他 業 務 収 益
  国 債 等 債 券 売 却 益
  そ の 他 の 業 務 収 益
 そ の 他 経 常 収 益
  償 却 債 権 取 立 益
  株 式 等 売 却 益
  そ の 他 の 経 常 収 益
経 常 費 用
 資 金 調 達 費 用
  預 金 利 息
  給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
  そ の 他 の 支 払 利 息
 役 務 取 引 等 費 用
  支 払 為 替 手 数 料
  そ の 他 の 役 務 費 用
 そ の 他 業 務 費 用
  国 債 等 債 券 売 却 損
  国 債 等 債 券 償 還 損
  そ の 他 の 業 務 費 用
 経 費
  人 件 費
  物 件 費
  税 金
 そ の 他 経 常 費 用
  貸 倒 引 当 金 繰 入 額
  貸 出 金 償 却
  そ の 他 の 経 常 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
  そ の 他 の 特 別 利 益
特 別 損 失
  固 定 資 産 処 分 損
  減 損 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
  法人税、住民税及び事業税
  法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
土地再評価差額金取崩額
当 期 未 処 分 剰 余 金

2,728,607

2,496,126

232,480
37

50,520

181,998

46,483
135,514
489,866

―
625,381

2,357,360
1,213,684
317,678
793,768
32,230
277,506
120,662
156,844
84,169
50,659
33,510
9,570
3,028
5,232
1,309

114,302
113,614

309
378

227,362
31,380
195,982
244,957
226,178
18,750

29
1,826,688
1,160,034
606,304
60,350
82,814
47,609
5,971
29,234

37

0
50,520

30,717
15,766

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金額（千円）
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで



第102期 剰余金処分計算書

当期未 処分 剰余 金

積 立 金 取 崩 額

 利益準備金取崩額

剰 余 金 処 分 額

 普通出資に対する配当金（年2%）

 特 別 積 立 金

繰越金（当期末残高）

625,381,092

5,001,000

5,001,000

514,301,958

14,301,958

500,000,000

116,080,134

科　　　　目 金　　額（円）

以上のとおりであります。

令和7年6月17日

お知らせ
　令和7年6月17日、第102期通常総代会が開催され、下記の
とおり決議されました。

報 告 事 項  第102期 業務報告、貸借対照表および損益計
算書の内容報告の件について、原案のとおり
報告がありました。

第１号議案 剰余金処分案承認の件について、原案のとお
り承認されました。

第２号議案 会員除名の件について、原案のとおり承認さ
れました。

第３号議案 理事９名選任の件について、原案のとおり承
認されました。

第４号議案 監事１名選任の件について、原案のとおり承
認されました。

第５号議案 退任理事、退任監事に対し退職慰労金贈呈の
件について、原案のとおり承認されました。

記



○ 創立年月日 大正14年7月7日

○ 設立年月日 平成16年1月19日（高田信用金庫と合併）

○ 自 己 資 本 113億3千6百万円

○ 自己資本比率 13.04％

○ 会 員 数 16,081名

○ 店 舗 数 14店舗

○ 従 業 員 数 151名

金庫概要

上越信用金庫
理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

日 馬 直 一
岩 﨑 幹 男
井 上 正 夫
渡 邉 雅 則
土 肥 宏 之
中 村 久 人
井 部 俊 一
白 川 　 宏
吉 田 　 巧

平 岡 利 昭
上 田 滋 之
笹 井 隆 夫

常 勤 監 事

監 事

監 事

以上監査の結果、適正かつ適法であることを認めます。

（注）監事笹井隆夫は、信用金庫法第32条第5項に定める員外
 監事であります。



＜地域経済＞
店頭で地元企業様の各種商品販売会を行いました。
地域イベントへの参加、地域への寄付活動を行いました。

＜地域社会＞
中学生の職場体験受入を行いました。
特殊詐欺被害の発生防止活動に取組みました。

＜地域環境＞
６月１５日「信用金庫の日」に海岸清掃を行いました。
また、同一日に各店で店舗周辺の清掃活動を行いました。

＜コピー用紙の使用枚数削減への取組み＞
当金庫は令和６年度、コピー用紙の使用枚数削減（対前年度
比）に取組み、Ａ４換算で３４８，８６４枚の削減実績となり
ました。 

ＳＤＧｓへの取組み



電話番号住 所店 舗 名店舗番号

001

003

004

005

006

007

008

009

010

011

014

015

017

021

本 店

柿 崎 支 店

大 潟 支 店

はれまち支店

名 立 支 店

浦川原支店

有 田 支 店

五 智 支 店

能 生 支 店

昭和町支店

高田中央支店

稲 田 支 店

南 支 店

大学前支店

相談テラス
じもっと
Jimotto

025-546-7600

025-536-2228

025-534-2724

025-524-4125

025-537-2311

025-599-2016

025-543-1122

025-543-5222

025-566-4141

025-522-3655

025-523-2117

025-524-3515

025-524-2311

025-522-4822

025-520-8115

上越市中央1丁目11-1

上越市柿崎区柿崎6221-11

上越市大潟区土底浜3025

上越市土橋2565

上越市名立区名立大町365-1
名立区総合事務所内

上越市浦川原区有島69-2

上越市春日新田2丁目5-27

上越市五智新町10-18

糸魚川市能生2482-1

上越市大貫4丁目6-3

上越市本町3丁目1-9

上越市稲田3丁目6-1

上越市南本町3丁目8-9

上越市春日山町2丁目6-6

上越市土橋2565
（はれまち支店併設）

店舗のごあんない店舗のごあんない

https://www.joetsu-shinkin.jp/

上越信用金庫
表　　紙

■第19回上越信金小学生図画展覧会「金庫賞受賞者」
１年生（大潟町小学校）木澤 謙斗さん／２年生（高志小学校）増田 千華さん
３年生（南本町小学校）堀田 智鈴さん／４年生（豊原小学校）種井 樟太朗さん
５年生（安塚小学校）横尾 陽愛さん／６年生（春日小学校）伊倉 紡さん

■第19回上越信金小学生版画展覧会「金庫賞受賞者」
１年生（板倉小学校）古海 芽彩さん／２年生（下黒川小学校）吉田 啓人さん
３年生（高志小学校）中川 愛叶さん／４年生（飯小学校）小杉 舞幸さん
５年生（富岡小学校）丸田 結華さん／６年生（高田西小学校）中嶋 優羽さん


